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厳
し
い
情
勢
の
中
で
の
警
衛
・
警
護
警
備

１ 
小
泉
首
相
の
北
朝
鮮
訪

問
に
伴
う
警
護
警
備

　

小
泉
首
相
は
、
平
成
一
六
年
五
月
二
二
日
、
一
四

年
九
月
以
来
、
一
年
八
か
月
振
り
に
日
朝
首
脳
会
談

の
た
め
北
朝
鮮
を
訪
問
し
ま
し
た
。
現
地
で
の
支
援

体
制
も
不
明
確
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、警
察
庁
で
は
、

長
官
官
房
審
議
官
を
長
と
す
る
先
遣
警
護
隊
を
派
遣

し
て
北
朝
鮮
側
警
護
当
局
と
の
調
整
を
行
う
な
ど
、

警
護
体
制
を
強
化
し
て
、
警
護
警
備
の
万
全
を
期
し

ま
し
た
。

２ 

第
二
〇
回
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
に
伴
う
警
護
警
備

　

第
二
〇
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
一
六
年
六

月
二
四
日
公
示
、
七
月
一
一
日
投
開
票
の
日
程
で
施

行
さ
れ
、
多
数
の
国
内
要
人
が
全
国
的
に
遊
説
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
小
泉
首
相
は
、
選
挙
運
動
期
間
中
、
延
べ

三
五
都
道
府
県
で
応
援
演
説
を
行
い
、
演
説
会
場
に

は
連
日
多
数
の
聴
衆
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

警
察
は
、
右
翼
の
テ
ロ
等
違
法
事
案
が
懸
念
さ
れ

る
厳
し
い
警
護
情
勢
の
下
、
雑
踏
警
備
対
策
に
も
配

意
し
た
的
確
な
警
護
警
備
諸
対
策
を
推
進
し
、
要
人

の
身
辺
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
た
。

日朝首脳会談のため平壌の順安空港に
到着した小泉首相（５月）（読売）　　

３ 

盧ノ
・
ム
ヒ
ョ
ン

武
鉉
大
韓
民
国
大
統
領

来
日
に
伴
う
警
護
警
備

　

盧
武
鉉
大
韓
民
国
大
統
領
は
、
夫
人
及
び
随
員
を

伴
い
一
六
年
一
二
月
一
七
日
来
日
し
、
鹿
児
島
県
指

宿
市
に
お
け
る
日
韓
首
脳
会
談
等
の
日
程
を
滞
り
な

く
終
え
、
同
月
一
八
日
離
日
し
ま
し
た
。

　

同
大
統
領
の
来
日
に
際
し
て
、
過
激
派
等
は
、
鹿

児
島
市
内
で
「
日
韓
首
脳
会
談
粉
砕
」
等
を
訴
え
、

ビ
ラ
配
布
等
の
街
頭
宣
伝
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
一
方
、
右
翼
は
、
来
日
期
間
中
、
延
べ
約
六
〇

団
体
、
約
二
二
〇
人
、
街
頭
宣
伝
車
約
八
〇
台
が
、

指
宿
市
内
及
び
鹿
児
島
市
内
に
お
い
て
街
頭
宣
伝
活

動
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

日韓首脳会談後の共同記者会見に臨む両首脳（12月、鹿児島）（共同）
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４ 

情
勢
に
応
じ
た
的
確
な

警
衛
・
警
護
の
実
施

一　
警
衛

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
第
五
五
回
全
国
植
樹
祭

（
四
月
、
宮
崎
県
）、
第
二
四
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
（
一
〇
月
、
香
川
県
）、
第
五
九
回
国
民
体

育
大
会
秋
季
大
会
（
一
〇
月
、
埼
玉
県
）
へ
の
御
臨

席
を
始
め
、
国
立
劇
場
お
き
な
わ
開
場
記
念
公
演
御

臨
席
（
一
月
、
沖
縄
県
）、
地
方
事
情
御
視
察
（
七

月
、
岐
阜
県
）、
第
一
六
回
国
際
解
剖
学
会
議
開
会

式
御
臨
席
（
八
月
、
京
都
府
）、
新
潟
県
中
越
地
震

被
災
地
お
見
舞
い
（
一
一
月
、
新
潟
県
）、
デ
ン
マ
ー

ク
国
女
王
陛
下
及
び
同
王
配
殿
下
御
案
内（
一
一
月
、

群
馬
県
）
等
の
た
め
、
行
幸
啓
に
な
り
ま
し
た
。　

　

皇
太
子
殿
下
は
、
第
五
九
回
国
民
体
育
大
会
冬
季

大
会
（
一
月
、
青
森
県
）
を
始
め
、
各
種
の
行
事
・

式
典
へ
の
御
臨
席
の
た
め
行
啓
に
な
り
ま
し
た
。

　

海
外
へ
は
、
皇
太
子
殿
下
が
デ
ン
マ
ー
ク
国
皇
太

天皇皇后両陛下のデンマーク国女王陛下及び同王配殿下御案内に伴う警衛警備（11月・群馬）

子
殿
下
の
結
婚
式
御
出
席
等
の
た
め
、
デ
ン
マ
ー
ク

国
、ス
ペ
イ
ン
国
及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
を
御
訪
問（
五

月
）
に
な
っ
た
の
を
始
め
、
各
皇
族
方
が
計
一
〇
回

御
訪
問
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
松
宮
妃
殿
下
の
薨こ

う

去き
ょ

（
一
二
月
）
に
伴

い
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
御
弔
問
に
な
っ
た
の
を
始

め
、
各
皇
族
方
が
御
参
列
の
中
、
諸
儀
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
過
激
派
等
は
、
御
臨
席
さ
れ
る
行

事
・
式
典
に
反
対
す
る
集
会
、
デ
モ
や
ビ
ラ
配
布
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
警
察
は
、
皇
室
と

国
民
と
の
間
の
親
和
に
配
意
し
た
警
衛
警
備
を
実
施

し
、
御
身
辺
の
安
全
確
保
と
歓
送
迎
者
の
雑
踏
事
故

防
止
を
図
り
ま
し
た
。

二　
警
護

　

小
泉
首
相
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
警
護
情
勢
の

中
、
米
国
（
六
月
）、
韓
国
（
七
月
）、
ブ
ラ
ジ
ル
・

メ
キ
シ
コ
（
九
月
）
を
相
次
い
で
訪
問
し
、
首
脳
会

談
を
行
っ
た
ほ
か
、
米
国
で
の
国
連
総
会
（
九
月
）、

ベ
ト
ナ
ム
で
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
首
脳
会
合
（
一
〇
月
）、

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
出
席
に
伴
う
チ
リ
訪
問
（
一
一

月
）、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会
議
出
席
に
伴
う
ラ

オ
ス
訪
問
（
一
一
月
）
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
間
を
通
じ
、
警
護
警
備
を
要
す
る
外
国

要
人
多
数
が
来
日
し
ま
し
た
。

　

警
察
は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
情
勢
の
中
、
爆
発
物
、

銃
器
等
を
使
用
し
た
テ
ロ
に
加
え
て
生
物
化
学
テ
ロ

に
対
す
る
対
応
を
念
頭
に
置
い
た
警
護
警
備
諸
対
策

を
徹
底
し
、
国
内
外
要
人
の
身
辺
の
安
全
を
確
保
し

ま
し
た
。

　

本
警
備
に
伴
い
、
警
察
庁
で
は
、
警
察
庁
緊
急
テ

ロ
対
策
本
部
の
下
に
警
備
対
策
室
を
設
置
し
、
鹿
児

島
県
警
察
に
お
い
て
は
特
別
派
遣
部
隊
約
三
、三
〇

〇
人
を
含
む
最
大
時
約
四
、七
〇
〇
人
体
制
で
警
護

警
備
を
実
施
し
ま
し
た
。




